大阪府の食の安全安心の取り組みについて
大阪府健康医療部食の安全推進課長　山本　憲次

私どもの課では、府民の食の安全安心を守るため、食品衛生対策や、食の安全安心の推進、情報の発信など様々な取組みを実施し、府民の健康を保護に努めております。
＜食品衛生監視指導計画＞

大阪府では、食品衛生法第２４条に基づき、年度ごとに、「大阪府食品衛生監視指導計画」を策定し、府内に流通する食品の規格基準の順守や適正表示、食中毒予防対策のための監視指導の実施しております。

計画の策定にあたっては、広く府民に公表し、意見を募集しています。

集まった意見や、監視指導結果についても、府ホームページにて公表しています。
参考：http://www.pref.osaka.lg.jp/shokuhin/kanshikeikaku/index.html
＜食品･添加物等の一斉取締り＞
　特に、食中毒が多発する夏期と食品流通量が増加する年末に、食品、食品添加物の一斉取締り月間を設けて取組んでいます。
この期間には、食品の温度管理の徹底をはじめ、衛生的な取り扱い、添加物の適正使用、食品や添加物の適正表示等について一斉に監視指導を行うとともに、府内に流通している食品について、検査を行っています。

＜流通食品の検査について＞　平成２１年度
輸入食品については、輸入時に検疫所にて検査を実施している他、府内に流通している輸入食品についても、検査を行っています。
海外で使用頻度の高い添加物や、国内で使用を認められていない添加物（指定外添加物）について検査を実施しております。

· 指定外添加物（ＴＢＨＱ）　　　　　２８検体、

· 指定外添加物（サイクラミン酸）　２８検体
· 乳化剤（ポリソルベート）　　　　　２０検体
· 着色料（指定外着色料含む）　　４０検体
１１６検体を検査した結果、違反はありませんでした。

国内産については、規格基準が定められており使用頻度の高いもの、消費者の不安が高いものについて検査を行っています。

· 保存料　　　　　　　　　　　　　　　５７検体

（ソルビン酸・デヒドロ酢酸・パラオキシ安息香酸・安息香酸）
· 甘味料（サッカリンナトリウム）　５６検体
· 漂白剤（二酸化硫黄)　　 　　　　５５検体
· 発色剤（亜硝酸根）　　　　　　　　３０検体
１９８検体を検査した結果、違反はありませんでした。

